
1. マーケット・レート
8月8日 8月9日 8月10日 8月11日 8月12日 Net Chg

USD/BRL Spot 3.1720 3.1450 3.1270 3.1440 3.1920 +0.0480
BRL/JPY Spot 32.28 32.39 32.34 32.43 31.74 -0.69
EUR/USD Spot 1.1085 1.1114 1.1182 1.1137 1.1163 +0.0026
USD/JPY Spot 102.42 101.87 101.15 101.97 101.29 -0.68

6MTH(p.a.) 13.86 13.82 13.83 13.84 13.84 -0.0010
1Year(p.a.) 13.19 13.11 13.08 13.12 13.11 -0.0061
6MTH(p.a.) 2.319 2.177 2.167 2.111 2.128 +0.017
1Year(p.a.) 2.455 2.304 2.386 2.337 2.326 -0.011

株式 57,635.43 57,689.41 56,919.78 58,299.57 58,298.41 -1.16

CDS 270.60 267.60 262.37 258.31 258.22 -0.09

商品 182.795 181.430 179.549 181.990 182.681 +0.690

* これらはｲﾝﾀｰﾊﾞﾝｸ市場等におけるﾌﾞﾗｼﾞﾙ市場終了時のｲﾝﾃﾞｨｹｰｼｮﾝです。実際のﾚｰﾄ提示は弊行担当ｱｶｳﾝﾄ･ｵﾌｨｻｰまでお問い合わせ下さい。

2.週間市況 、トピックス

3.今週のチャート＆ハイライト

出所：Bloomberg
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伯国債CDSが年初来最低水準まで低下

先週発表された7月米雇用統計が市場予想を大きく上

回ったことを切欠に今週はリスク資産買いの動きが強まっ

た。伯5年国債CDSは昨年7月以降で初めて260bpsを割

り込み、レアルは一時年初来高値を更新した。レアルは伯

中銀のドル買い介入加速で週末にかけて反落したが、ボ

ベスパ指数は引け値としては2014年9月18日以来、約1年
11ヶ月ぶりの高値で越週した。
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• 今週のレアルは原油高と伯大統領弾劾手続きの進展を受けて年初来高値を更新したが、伯中銀がドル買い介入額を増額
すると反落。

• レアルは3.1640で寄り付いた後、OPECによる需給調整への期待感から原油価格が上昇するとリスク資産の上昇に連られ
て堅調に推移。週央にルセフ大統領の弾劾最終審議開始が上院において賛成多数で可決されると、2015年7月以来の高
値となる3.1150を示現した。伯中銀がドル買い介入金額を増額するとレアルは反落し、結局週間安値となる3.1940まで下落
してそのまま安値圏で越週（引け値3.1920）。

• 伯中銀公表のアナリスト予想集計では、2016年の経済成長率予想が▲3.24%から▲3.23%に小幅上方修正された。2016
年のインフレ率予想は7.21%。から7.20%へ、2017年予想は5.20%から5.14%に下方修正された。

• サウジアラビアのエネルギー産業鉱物資源相は、9月にOPECがアルジェで開催する非公式会合で原油市場を安定化させ
る措置について議論する可能性があると示唆。時需給調整期待からWTI先物は3週間ぶりの水準まで上昇。

• 10日、伯上院は大統領弾劾の最終審議開始を賛成59票、反対21票で可決。大統領弾劾法案可決に必要な票数（上院81議
席の3分の2にあたる54票）を上回る票が弾劾審議開始に賛成したことから、ルセフ大統領失職の可能性が一層高まった。

• 11日、レアル高の進行を受けて伯中銀はドル買い介入金額を増額（5億ドル/1日→7.5億ドル/1日）。今週は週間で30億ドル
のドル買いスワップ入札を実施し、全額が落札された。中銀は来週月曜日に7.5億ドルのドル買い介入を実施すると発表した。
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4.来週の為替市場注目点

予想ドル・レアル相場レンジ：3.10－3.30

国 予想 実績 前回

ブラジル 経済活動(前月比) 0.20% 0.23% -0.45%

ブラジル 経済活動(前年比) -3.70% -3.14% -4.92%

米 小売売上高速報(前月比) 0.4% 0.0% 0.8%

米 PPI 最終需要(前月比) 0.1% -0.4% 0.5%

米 ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者ﾏｲﾝﾄﾞ 91.5 90.4 90.0

6.来週発表される主要経済指標

国 日付 期間 予想 前回

ブラジル 8/15 貿易収支(週次) Aug 14 -- $637m

ブラジル 8/15 税収 Jul 110500m 98129m

ブラジル 8/15 登録雇用創出合計 Jul -86095 -91032

米 8/15 ﾆｭｰﾖｰｸ連銀製造業景気指数 Aug 2.00 0.55

ブラジル 8/16 FGV CPI IPC-S Aug 15 -- 0.5%

ブラジル 8/16 CNI産業信頼感 Aug -- 47.3

独 8/16 ZEW調査現状 Aug 50.2 49.8

米 8/16 住宅着工件数 Jul 1180k 1189k

米 8/16 消費者物価指数(前月比) Jul 0.0% 0.2%

米 8/16 鉱工業生産(前月比) Jul 0.2% 0.6%

ブラジル 8/17 FIPE CPI-週次 Aug 15 -- 0.24%

ブラジル 8/17 FGVｲﾝﾌﾚ率IGP-10(前月比) Aug -0.16% 1.06%

米 8/18 新規失業保険申請件数 Aug 13 265k 266k

米 8/18 先行指数 Jul 0.3% 0.3%
ブラジル 8/19 IGP-M Inflation 2nd Preview Aug 0.10% 0.32%

5.本日の主要経済指標 
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来週は17日に発表される米FOMC議事録に注目が集まる。7月の米雇用統計発表前に開催されたFOMCの議事録であるため、
前回からの大きな内容変更はないと予想されるものの、その後発表された良好な米国経済指標と合わせてFEDの利上げ期待
が高まる内容であれば、ドル反発のきっかけとなろう。米追加利上げ期待の高まりはレアル安要因となろう。国内では伯中銀の
ドル買い介入スタンスが焦点となる。伯中銀は11日から介入金額を1日5億ドルから7.5億ドルに増額した。レアルは一旦反落し
ており、今後の中銀の介入スタンスに注目が集まっている。来週のレアルはレアル安方向の戻りを試す展開を予想する。


